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＜連絡事項＞

・食中毒について
　シガトキシンと呼ばれる食中毒が流行しています。ガンビエールディスカスによるシガ　テラ中毒によるもので、主として沿岸で捕れる魚（イシガキダイ）が保持しています。

症状：下痢・嘔吐・しびれ・ドライアイス・センセーション（水道の水が痛く感じる）
＊以前は沖縄等南方で流行していましたが、温暖化に伴い北上しているとの事。
＊加熱しても毒は抜けないとの事ですので、沿岸で釣などし、食べる際は十分注意してください。

・インフルエンザ予防接種を患者様に受けて頂くよう、外出泊時や、面会時に御家族様に確認していきましょう。

（料金について）

３１５０円　→　一般の方

１０００円　→　八戸にお住まいの６５歳以上の方（手続き不要）

無料　　　　→　非課税者（本人、又はご家族様が市庁健康増進課へ行き手続きが必要）

＜患者様連絡事項＞

・川口　伸恵様　　耳の違和感訴えあり、浸出液もあり。主治医へ状態報告しています。

本日朝より、ダーゼン　３Ｔ

クラビット　３Ｔ　３×ｎｄＥ　　　２日分処方

・小泉　康政様　　１０月７日（火）１１時から主治医と御家族で面談実施予定となっています。

・糸山　タケ様　　煙草管理について担当スタッフと話し合っています。

今後は、朝１０本渡しそれで１日過ごして頂くようにとの事で本人も了解しています。

また、明日午前中、訪問指導があります。

市役所の生活福祉課、障害福祉課に行って退院後の生活費やヘルパーの申し込みをしてきます。末政ＳＷと福田ＮＳが付き添います。

9：00頃　出発し昼食前には帰院します。

・菊地　明子様　　本日、療養環境変更目的にて、北病棟へ移動となっています。

保護者へ連絡し移動となった事、手続きが必要な為来院して欲しい事伝えたところ、兄弟と来る日程を相談して決めるとの事です。

・坂本　のり子様　　北病棟より西Ｂユニットへ移動となっています（金銭管理出来ず指導も聞き入れること出来なくなっている。早朝からの自室の掃除など他者への迷惑を考えられない行動あり）。薬の自己管理をしていますが、転入後やや落ち着かない様子の為、一時的にスタッフ管理としており、本人も納得しています。また、本人のハイター・縫い針・白糸はスタッフ預かりです。

・青木　君夫様　　本日、療養環境変更目的にて、東Ｂユニットより西Ｂユニットへ移動となっています。

・小保内　千夏様　　眼科受診の為、外出希望あり主治医より許可となっています。

日程：１０月２日（木）１０時～　　１５時３０分まで。

御家族様へは許可となった事伝えています。

・野々宮　正博様　　外泊希望あり、Ｄｒファイルへ入れています。主治医へ確認お願いします。

日程：１０月４日（土）１１時４５分～　　５日（日）１７時まで

また、家族勉強会後外泊に行きます。

・若松　澄子様　　目のつかれ、すっきりしない感じあり、サンコバ点眼薬　１本処方

・石切　久様　　明日外出予定でしたが、御家族様の事情により、１０月１７日（金）へ外出日の変更きぼうがありました。外出願いを新しく記入していますので主治医に確認して下さい。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・出河　攻様　　今月の採血は早朝７時に行うよう指示あります。

・石切　久様　　幻聴については「まだ、死ねとかミイラとか聴こえる。」と話すが、以前よりは落ち着いていると話しています。

・寺地　利代子様　　表情しかめている事多く、口の中の味がおかしい。夜眠れない。などの訴えあり。

バチール（100）→　バチール（200）　来週定期から変更予定。

精神症状の観察を行いましょう。

・久保　清美様　　低血糖時の予測指示（１０/２～１０/１５まで）継続。

幻聴や妄想などの症状なく経過している為、退院に向けて家族へ話しをするよう説明受けています。本人も「もうそろそろ退院しても良いと思う。」と話しています。

・中村　マス様　　新聞広告についている高価な時計を姪っ子へ買って送ってあげたいと話す事ありますが、主治医の説明にてしつこさはありません。

＜転入患者様＞

・　坂本　のり子様(47歳)　　　病名：統合失調症

　　　　　　　　　　　　　　主治医：安ヶ平Dr　　担当：濱谷Ｎｓ

　　　　　　　　　　　　　　入院形態：任意入院（当院１回目）

　H15.8.9　療養環境変更目的の為、西病棟Bユニットから北病棟へ転入。病棟日課や各プログラムへは問題なく取り組まれていた。夜間中途覚醒早朝覚醒あり、早朝にも関わらず長時間の洗面や自室掃除等周囲に欠けた迷惑行為見られ、時に他者とのトラブルあり介入要していた。

　また、金銭管理面において、計画的に使用出来ず一度に多量購入と一気に食べてしまい嘔吐してしまう等身体症状が見られ、自己管理出来ない状態であった。その為、金銭と嗜好品のスタッフ管理としていたが、了解の悪さがあり、スタッフへ攻撃的な言動と無断で医事室までいく事もあった。主治医より、粗暴行為や無断で病棟を離れる等の行動があった場合は開放病棟での治療は出来ない事、本人説明受けている。

　昨日（9/30）小遣いを受け取る日であり、小遣いスタッフ預かりの説明に興奮・粗暴行為あり、本日主治医と面談行っている。開放病棟での環境には不適応な状態との事で、11：00西病棟Bユニットへ転入となっている。
＃嗜好品の管理が出来ず又、助言を受け入れられない

　（一度に多量に購入、一気に多量に摂取してしまう）

　目標：お菓子の摂取量をコントロールできる。

　Ｏ－ｐ　

1 お菓子の摂取量

2 食事摂取量

3 購入量

　Ｔ－Ｐ

1 買い物はスタッフ付き添い

2 計画的に買い物が出来る様に本人と話し合う

　Ｅ－ｐ

1 多量に購入、摂取しないよう本人と管理方法について話し合う。

2 過剰摂取の及ぼす身体への影響について説明する。

・　青木　君夫様（63）男性　統合失調症

　　　　　　　　　　　　　担当医：安ケ平先生　　担当：宮澤Ｎｓ

　　　　　　　　　　　　　入院形態：措置入院

　平成14年12月（57歳）頃より被害妄想やまとまりない行動が目立つようになり、同年12月22日八戸赤十字病院精神科を受診し入院（～平成15年2月6日）。退院後は同院への通院を継続していたが、平成15年7月より通院中断。

　平成20年7月19日、4時18分頃、近所宅の戸をスコップで破損する行為があり、警察官に保護される。「ヤクザに追われている、銃で足を撃たれた」等と訴え、おびえている状況であり、警察官通報により措置鑑定実施。措置鑑定の結果要措置となり、平成20年7月19日16時10分、警察官、保健所職員付き添いにて当院受診し入院（東Ａユニット　隔離室）となる。

　抗精神病薬の注射、内服により症状沈静し、平成20年7月22日隔離解除、平成20年7月30日には東Ｂユニットへ移動となる。平成20年8月下旬より失見当識みられ認知症の疑いもあるということで服薬調整となる。自分の気にそぐわない時等大きな声をはりあげて興奮し話しをされることあり、又、特定の女性患者様とトラブルになることもあったが現在は落ち着いて過ごす事ができている。個別での疾病教室終了しています。

　本日療養環境調整の為、東Ｂユニットから西Ｂユニットへ転入となる。

＃　かんきょうの変化による病状変化の可能性あり

　目標：落ち着いて過ごす事が出来る

Ｏ－Ｐ

1 表情

2 言動

3 他者との接し方

4 興奮の有無

5 不安感などの有無

Ｔ－Ｐ

1 コミュニケーションを図り訴えを聞く

2 不安感や心配事が話せるように声をかける

3 大きな声を出す時は落ち着いて話すように伝える

Ｅ－Ｐ

1 落ち着いて過ごせている事を本人に伝える

2 不調時、症状出現時はスタッフに教えて欲しい事伝える

